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は
じ
め
に

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
四
月
、
福
岡
県
出
身
の
早
稲
田
大
学

武
道
系
学
生
な
ど
を
中
心
に
、「
興
国
救
人
」「
社
会
改
良
」「
青

年
指
導
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
社
会
教
化
啓
蒙
団
体
で
あ
る

「
青
年
大
民
団
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
青
年
大
民
団
こ
そ
が
国

士
舘
の
母
体
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
国
士
舘
が
、

一
九
一
七
年
一
一
月
四
日
、
青
年
大
民
団
本
部
事
務
所
（
東
京
市

麻
布
区
笄
町
一
八
二
番
地
）
内
で
夜
学
の
私
塾
と
し
て
創
設
さ
れ

た
た
め
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
九
一
六
年
五
月
二
五
日
、「
青
年
大
民
団
」
は
、

そ
の
主
張
を
発
信
す
る
機
関
誌
の
発
刊
披
露
会
を
日
比
谷
・
大
松

閣
で
開
催
し
、
同
年
六
月
一
五
日
、
月
刊
誌
『
大
民
』
を
創
刊
し

た
。『
大
民
』
は
、
一
時
『
大
民
新
聞
』、『
生
存
同
盟
』
と
名
称

変
更
さ
れ
る
が
、
一
九
三
九
年
二
月
一
一
日
、
日
刊
紙
『
大
民
』

が
発
行
さ
れ
る
ま
で
継
続
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

月
刊
誌
『
大
民
』
の
後
を
う
け
て
発
刊
さ
れ
た
日
刊
紙
『
大

国
士
舘
を
支
え
た
人
々

浪
江
　
健
雄

坂
口
　
二
郎

1921 年　坂口二郎
（菊池知之編著『新聞人　坂口二
郎　大正デモクラシー編』草文
書林、1993 年より）
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民
』
は
、
社
長
・
柴
田
德
次
郎
、
主
筆
・
坂
口
二
郎
に
よ
り
発
行

さ
れ
た
小
型
版
日
刊
新
聞
で
あ
る
。「
信
条
」
と
し
て
は
「
排
共

産
主
義
　
排
反
動
主
義
　
排
独
善
主
義
」
を
謳
っ
て
い
る
。
紙
面

は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
四
頁
か
ら
な
る
。
創
刊
当
時
、
柴
田
は
国
士
舘

を
離
れ
て
い
た
が
、
社
長
と
し
て
経
営
に
尽
力
し
、
一
九
四
四
年

ま
で
発
刊
を
続
け
た
。
一
方
、
主
筆
を
務
め
た
坂
口
は
、
明
治
末

期
か
ら
太
平
洋
戦
争
頃
ま
で
、
読
売
新
聞
・
萬
朝
報
・
中
央
新

聞
・
福
岡
日
日
新
聞
な
ど
で
も
活
躍
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

る
。実

の
と
こ
ろ
、
こ
の
日
刊
紙
『
大
民
』
こ
そ
が
、
国
士
舘
に

と
っ
て
戦
後
の
最
も
苦
し
い
時
期
を
支
え
て
く
れ
た
人
々
と
の
繋

が
り
を
作
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
つ
ま
り
は
、
戦

前
・
戦
中
に
日
刊
紙
『
大
民
』
を
通
し
て
築
か
れ
た
絆
が
戦
後
も

引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で

あ
っ
た
の
が
坂
口
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
坂
口
と
柴
田
・

国
士
舘
と
の
関
係
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
戦
前
か
ら

の
支
援
者
が
戦
後
も
引
き
続
き
支
援
に
応
じ
た
理
由
、
ま
た
、
支

援
者
た
ち
が
何
を
国
士
舘
に
期
待
し
た
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い

て
も
考
え
て
み
た
い
。

一
　
日
刊
紙
『
大
民
』
以
前

ま
ず
は
、
坂
口
が
『
大
民
』
の
主
筆
と
な
る
ま
で
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
、
菊
池
知
之
編
著
『
新
聞
人
　
坂
口
二
郎
　
明
治

編
』（
草
文
書
林
、
一
九
九
二
年
）
所
収
の
「
略
伝
」「
坂
口
二
郎

略
年
譜
」
に
拠
っ
て
紹
介
し
よ
う
。

坂
口
は
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
五
月
二
四
日
、
福
岡
県

三
池
郡
宮
部
村
（
現
大
牟
田
市
）
に
生
ま
れ
、
橘
尋
常
小
学
校
、

銀
水
高
等
小
学
校
を
経
て
、
一
八
九
九
年
三
月
、
中
学
伝
習
館
を

日刊紙『大民』の題字
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卒
業
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
九
月
に
は
、
京
都
の
第
三
高
等
学
校

に
入
学
し
た
が
神
経
衰
弱
の
た
め
に
中
退
し
、
一
九
〇
〇
年
九

月
、
早
稲
田
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
専
門
学
校
国
語
漢
文
及
び

英
文
学
科
に
入
学
、
一
九
〇
四
年
三
月
に
卒
業
し
た
。
卒
業
試
験

は
二
席
で
あ
り
、
平
均
点
八
三
・
四
四
の
好
成
績
で
あ
っ
た
。

翌
一
九
〇
五
年
一
月
、
読
売
新
聞
社
の
前
身
で
あ
る
日
就
社
に

入
社
し
、
文
芸
欄
を
担
当
す
る
。
後
に
は
政
治
経
済
の
編
集
主
任

な
ど
も
歴
任
し
た
。
し
か
し
、
一
九
〇
七
年
に
は
退
社
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
竹
越
与
三
郎
（
三さ

ん

叉さ

）
主
筆
の
退
社
に
殉
じ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
同
年
一
二
月
に
は
萬
朝
報
に
入
社
。

一
九
一
四
年
の
山
本
内
閣
倒
閣
運
動
で
は
、
黒く

ろ

岩い
わ

涙る
い

香こ
う

社
主
の
も

と
編
集
主
任
を
務
め
、
一
日
数
度
の
発
売
禁
止
も
経
験
し
た
。

一
九
二
〇
年
三
月
に
は
、
萬
朝
報
で
若
手
を
起
用
す
る
よ
う
人
事

の
刷
新
を
建
策
し
た
も
の
の
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
退
社

し
、
イ
ギ
リ
ス
外
遊
の
道
を
選
ん
だ
。
同
年
七
月
七
日
、
郵
船
阿

波
丸
に
て
横
浜
を
出
帆
。
上
海
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
エ

ズ
を
経
由
し
て
、
九
月
四
日
に
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
す
る
。
翌

一
九
二
一
年
五
月
に
は
一
カ
月
に
わ
た
り
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ

ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
等
を
巡
り
、
同
年
八

月
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
も
赴
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
年

一
〇
月
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ
経
由
に
て
帰
国
の
途
に
つ

く
。
こ
の
外
遊
中
に
は
、
福
岡
日
日
新
聞
に
旅
行
記
約
一
〇
〇

回
、
政
治
経
済
評
論
約
一
二
〇
回
の
連
載
を
し
た
。

帰
国
後
、
一
九
二
二
年
一
月
、
中
央
新
聞
社
（
政
友
会
機
関
紙

『
中
央
新
聞
』
を
発
行
）
に
入
社
し
て
編
集
局
長
に
就
任
し
た
。

ま
た
、
外
遊
中
の
成
果
と
し
て
、
同
年
二
月
『
欧
米
三
十
五
都
』、

同
年
三
月
『
英
国
政
界
の
煩
悶
』（
と
も
に
下
出
書
店
）
を
出
版

し
、『
中
央
新
聞
』
夕
刊
に
は
三
月
三
〇
日
よ
り
五
月
一
二
日
ま

で
三
五
回
に
わ
た
り
「
新
政
友
会
論
」
を
執
筆
し
た
。
七
月
に
な

る
と
編
集
局
長
兼
編
集
長
に
就
任
し
、
一
二
月
に
は
『
新
政
友
会

論
』（
中
央
新
聞
代
理
部
）
を
出
版
し
て
い
る
。
同
書
は
、
政
友

会
の
理
論
的
指
針
と
し
て
政
友
会
総
裁
な
ら
び
に
党
員
に
献
ぜ
ら

れ
た
。

一
九
二
四
年
六
月
に
は
中
央
新
聞
社
を
退
社
し
、
翌
月
、
萬
朝

報
編
集
局
長
に
就
任
し
た
。
こ
れ
は
黒
岩
涙
香
社
主
が
亡
く
な
っ

た
後
の
萬
朝
報
再
建
を
託
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
が
、
不
成
功
に

終
わ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
一
九
二
六
年
八
月
、
福
岡
日
日
新

聞
在
京
客
員
（
論
説
担
当
）
に
就
任
、
一
九
三
六
年
に
同
社
顧
問

と
な
る
ま
で
続
い
た
。
ま
た
、
私
生
活
で
は
長
い
独
身
生
活
の

後
、
一
九
三
六
年
一
〇
月
、
五
六
歳
の
時
に
古
賀
春
江
（
画
家
）

の
未
亡
人
で
あ
る
ヨ
シ
ヱ
と
結
婚
し
た
。
一
九
三
八
年
三
月
に

は
、
か
ね
て
よ
り
企
画
し
て
い
た
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
日
刊
紙
に
つ
い

て
柴
田
と
相
談
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
八
月
に
は
、
新
聞
協
会

派
遣
独
伊
親
善
新
聞
使
節
団
員
と
し
て
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
へ
赴



国士舘史研究年報 2017　楓厡

144

い
て
い
る
。

二
　
国
士
舘
関
係
者
と
の
交
流
と
日
刊
紙
『
大

民
』

次
に
、
坂
口
と
『
大
民
』、
そ
し
て
柴
田
や
国
士
舘
関
係
者
と

の
繋
が
り
を
み
て
い
こ
う
。
以
下
、
菊
池
知
之
編
著
『
新
聞
人
　

坂
口
二
郎
　
昭
和
編
』（
草
文
書
林
、
一
九
九
五
年
）
所
収
の

「
日
記
・
論
説
」（
以
下
、「
日
記
」
と
略
す
）
な
ど
を
中
心
に
年

次
を
追
っ
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

坂
口
と
国
士
舘
と
の
交
流
は
、『
大
民
』
発
刊
以
前
よ
り
見
受

け
ら
れ
る
。
坂
口
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
月
三
〇
日
よ

り
六
回
に
わ
た
り
国
士
舘
に
お
け
る
政
治
学
の
講
義
を
担
当
し
て

い
る
。
ま
た
、
一
九
二
九
年
七
月
二
日
の
「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、

「
柴
田
国
士
館
長
来
訪
。
来
年
度
か
ら
国
士
館
に
新
聞
科
を
置
く

に
就
い
て
相
談
が
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
学
校
運
営
に
つ
い
て
相
談

す
る
な
ど
坂
口
と
柴
田
は
公
私
に
わ
た
っ
て
親
し
い
関
係
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
関
係
が
、
後
の
日
刊
紙
『
大
民
』
の
発
刊
に
繋

が
っ
て
い
く
。

す
で
に
柴
田
は
頭
山
満
、
徳
富
蘇
峰
ら
を
中
心
と
す
る
国
士
舘

維
持
委
員
会
の
歴
々
や
、
同
郷
の
政
財
界
の
重
鎮
た
ち
か
ら
も
支

援
を
受
け
て
い
た
が
、
昭
和
の
初
め
頃
よ
り
は
、
坂
口
の
関
係
筋

か
ら
も
多
く
の
支
援
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
な
か
で
も
坂
口
は
、
戦
後
に
内
閣
総
理
大
臣
と
な
る
鳩
山
一

郎
と
の
関
係
が
深
く
、
戦
前
、
鳩
山
が
内
閣
書
記
官
長
や
文
部
大

臣
と
い
っ
た
政
府
の
要
職
に
就
任
す
る
と
、
坂
口
は
内
閣
嘱
託
や

文
部
省
嘱
託
に
任
命
さ
れ
、
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
を
務
め
た
。

ま
た
、
坂
口
は
徳
富
蘇
峰
と
も
浅
か
ら
ぬ
縁
を
も
っ
て
い
た
。

蘇
峰
は
、
一
九
二
九
年
一
月
、
資
本
主
で
あ
る
根
津
嘉
一
郎
と
の

衝
突
に
よ
り
、
自
ら
創
業
し
た
国
民
新
聞
社
か
ら
の
退
社
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、「
国
民
退
社
慰
労
会
」
に
出

席
し
た
坂
口
は
、
現
代
新
聞
が
資
本
に
圧
迫
さ
れ
る
一
現
象
で
あ

る
と
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
、
坂
口
は
帰

省
の
車
中
に
お
い
て
、
蘇
峰
の
『
日
本
帝
国
の
一
転
機
』（
民
友

社
、
一
九
二
九
年
）
を
読
ん
で
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
世
界
現
時

の
要
求
は
政
党
政
治
の
常
套
を
超
越
し
た
人
物
政
治
で
あ
り
、
そ

の
模
範
は
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
で
あ
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
以
後
、
坂
口
の
論
説
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
対
し
て
好

意
的
論
調
と
な
っ
た
。
こ
の
読
書
経
験
が
日
刊
紙
『
大
民
』
の
信

条
と
な
る
排
共
産
主
義
の
主
張
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蘇

峰
も
ま
た
坂
口
を
評
価
し
て
お
り
、
日
刊
紙
『
大
民
』
発
刊
に
際

し
て
は
、
緒
方
竹
虎
、
小
坂
順
造
ら
と
と
も
に
後
援
者
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
日
刊
紙
『
大
民
』
は
、
蘇
峰
の
機
関
紙
的
存
在

と
な
る
（
以
上
、
菊
池
知
之
「
解
説
」、
前
掲
『
新
聞
人
　
坂
口

二
郎
　
昭
和
編
』）。
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蘇
峰
の
坂
口
に
対
す
る
評
価
は
、
一
九
四
一
年
六
月
二
〇
日
に

開
か
れ
た
坂
口
の
還
暦
祝
（
於
東
京
・
丸
の
内
会
館
、
会
衆

一
八
〇
余
名
）
に
お
け
る
祝
辞
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
内
藤

力
三
「
坂
口
二
郎
氏
還
暦
祝
」（
前
掲
、
菊
池
『
新
聞
人
　
坂
口

二
郎
　
昭
和
編
』、
二
八
五
頁
）
に
は
、
蘇
峰
が
以
下
の
内
容
の

祝
辞
を
述
べ
た
と
紹
介
し
て
い
る
。

現
代
の
新
聞
は
そ
の
こ
と
〴
〵
く
が
「
商
品
」
化
さ
れ
、
新

聞
社
は
「
営
業
」
化
さ
れ
、
新
聞
人
は
「
職
業
」
化
さ
れ
て

ゐ
る
が
、
坂
口
君
ひ
と
り
、
そ
の
拠
る
と
こ
ろ
の
「
大
民
」

が
「
商
品
」
化
さ
れ
ず
、「
営
業
」
化
さ
れ
ず
、
坂
口
君
ま

た
「
職
業
」
化
さ
れ
ず
し
て
、
真
個
の
新
聞
人
と
し
て
の
真

価
を
発
揮
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
敬
服

に
た
へ
な
い

こ
れ
こ
そ
新
聞
人
・
坂
口
二
郎
の
真
骨
頂
を
端
的
に
言
い
表
し

た
も
の
と
い
え
よ
う
。

三
　
坂
口
が
つ
な
い
だ
人
脈
と
国
士
舘
の
再
建

以
上
の
経
緯
も
あ
り
、
日
刊
紙
『
大
民
』
創
刊
に
際
し
て
は
、

柴
田
と
坂
口
が
共
に
知
己
と
な
っ
た
人
々
か
ら
の
支
援
を
受
け
て

い
る
。
そ
の
様
子
の
い
く
つ
か
を
「
日
記
」
か
ら
み
て
み
た
い
。

正
午
か
ら
興
津
庵
で
、
野
田
代
議
士
の
招
待
が
あ
っ
た
。

頭
山
先
生
、
徳
富
先
生
の
外
に
、
松
野
鶴
平
君
、
柴
田
德
次

郎
君
と
頭
山
先
生
令
息
出
席
、
寛
談
し
て
三
時
頃
漸
く
連
絡

部
へ
出
勤
し
た
。（
一
九
三
七
年
一
〇
月
六
日
）

［
前
略
］
午
前
中
、
柴
田
德
次
郎
君
来
訪
。
か
ね
て
計
画
中

の
新
聞
創
刊
に
つ
き
、
徳
富
先
生
の
勧
告
を
受
け
て
、
鳩
山

一
郎
氏
の
出
資
を
勧
誘
に
行
っ
た
こ
と
を
語
る
。［
後
略
］

（
一
九
三
八
年
四
月
九
日
）

午
後
三
時
半
、
柴
田
君
と
一
緒
に
外
務
大
臣
有
田
氏
を
訪

問
し
て
、
帰
朝
の
挨
拶
並
に
「
大
民
」
刷
新
に
つ
き
応
援
を

求
め
、
午
後
六
時
か
ら
電
通
八
階
で
大
民
ク
ラ
ブ
同
志
の
た

め
、
一
時
間
の
講
演
を
や
り
、
次
い
で
芝
浦
の
雅
叙
園
で
三

池
柳
河
先
輩
同
志
の
歓
迎
宴
を
受
け
た
。［
後
略
］

（
一
九
三
九
年
一
月
一
四
日
）

丸
ノ
内
会
館
で
蘇
峰
先
生
、
岩
永
同
盟
社
長
、
小
坂
順

造
、
緒
方
竹
虎
、
柴
田
德
次
郎
君
と
午
餐
を
共
に
し
な
が

ら
、「
大
民
」
の
編
集
方
針
に
つ
い
て
語
り
、
三
時
前
中
座
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し
て
、
電
通
ビ
ル
八
階
で
、
新
聞
内
報
子
十
余
名
を
相
手

に
、「
大
民
」
の
刷
新
計
画
を
披
露
し
、［
後
略
］（
一
九
三
九

年
一
月
二
一
日
）

注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
登
場
す
る
野
田
俊
作
、
徳
富
蘇
峰
、

松
野
鶴
平
、
鳩
山
一
郎
、
有
田
八
郎
、
小
坂
順
造
、
緒
方
竹
虎
ら

が
、戦
後
に
設
け
ら
れ
た
「
国
士
舘
大
学
維
持
員
会
」（
一
九
五
二

年
八
月
発
足
）
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
彼
ら
は
戦
後
に
お
い
て
も
柴
田
お
よ
び
国
士
舘
の
支
援
者

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

終
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司

令
部
）
に
よ
り
軍
国
主
義
者
と
さ
れ
た
政
界
、
財
界
、
官
界
か
ら

言
論
界
に
至
る
各
界
指
導
者
た
ち
は
公
職
を
追
わ
れ
た
。
そ
の
中

に
は
、
戦
前
よ
り
国
士
舘
を
支
え
て
き
た
人
々
も
少
な
か
ら
ず
含

ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
柴
田
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
も
戦
中
期
に
根
を
も
ち
、

保
守
本
流
を
形
成
す
る
自
由
党
系
の
幹
部
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
公
職
追
放

し
て
も
何
ら
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
い
う
評
価
が
あ
る
（
伊
藤

隆
『
昭
和
期
の
政
治
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）。
例
え

ば
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
在
外
機
関
の
政
治
顧
問
部
（
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｄ
）
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
〇
月
一
一
日
の
報
告
書

で
、「
鳩
山
の
党
は
自
由
党
と
い
う
よ
り
も
保
守
党
と
命
名
し
た

方
が
は
る
か
に
よ
か
ろ
う
。
彼
は
新
し
い
ま
た
は
革
命
的
な
見
地

を
全
く
代
表
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
評
価
は
、
戦

時
体
制
の
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
自
由
党
系
の
保
守
的
性
格
を
言
い

得
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
雨
宮
昭
一
『
占
領
と
改
革
』
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。
戦
前
の
保
守
勢
力
は
、
戦
後
に
受
け
継

が
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
戦
後
、
保
守
系
の
政
治
家
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
の
思

想
的
背
景
を
も
っ
て
活
動
を
行
う
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
。
ま

た
、
持
ち
続
け
て
い
た
と
し
て
も
、
違
っ
た
形
を
も
っ
て
臨
ま
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
、
社
会
党
系
の
躍
進
や
欧
米
の
自

由
主
義
、
個
人
主
義
の
流
れ
も
あ
り
、
戦
前
よ
り
の
日
本
的
政
治

思
想
を
重
ん
じ
て
き
た
保
守
系
政
治
家
や
財
界
人
の
多
く
は
、
あ

る
種
の
不
安
、
す
な
わ
ち
、
日
本
古
来
の
伝
統
や
道
徳
ま
で
も
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
想
い
を
抱
え

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
う
し
た
時
期
に
国
士
舘
で
は
、
戦
前
よ
り
変
わ
ら
ず
「
国
の

役
に
立
つ
人
間
を
育
て
る
」
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
保
守
系

の
政
治
家
や
財
界
人
の
な
か
に
は
柴
田
と
親
交
を
持
つ
者
も
多

く
、
先
に
述
べ
た
国
士
舘
維
持
員
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
か
ら
国
士
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舘
は
期
待
さ
れ
、
支
援
を
得
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

坂
口
は
終
戦
後
、
蔵
書
を
鳩
山
一
郎
に
譲
っ
て
郷
里
に
帰
り
、

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
に
『
人
間
労
働
史
』、
翌
年
に
は

『
二
十
世
紀
に
於
け
る
帝
国
主
義
の
足
跡
』（
と
も
に
叡
智
社
）
を

著
し
た
後
、
一
九
四
九
年
一
月
、
六
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
終
戦

後
間
も
な
く
坂
口
は
没
し
た
が
、
坂
口
が
主
筆
を
務
め
た
日
刊
紙

『
大
民
』
を
支
援
す
る
人
脈
は
、
戦
後
に
お
け
る
国
士
舘
の
再
建

支
援
の
人
脈
へ
と
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。


